
リアルな体験からの学び 

校 長 小松田 早苗 

１０月２７日、２８日に６年生は武石移動教室に行ってきました。何度も日程の見直しがあり、

今年も実施できないのではないかと心配していましたが、小学校生活の中で１泊２日の貴重な宿

泊体験学習ができたことは子供たちにとって本当によかったと思っています。家庭を離れて友達

と寝食を共にした経験は深く心に刻まれたことでしょう。 

宿泊した武石少年自然の家（ベルデ武石）は豊かな自然環境の中にあります。天候に恵まれた

おかげで、頭上に広がる満天の星、朝の澄んだ空気と遠くに見渡す雲海、紅葉に染まる山の木々

などを目に焼き付け、肌で感じることができました。どれをとっても、都会では味わうことがで

きない３６０°の大パノラマに歓声をあげる子供たちでした。また、見学先の富岡製糸場はちょ

うど社会科で学習中の世界文化遺産です。写真や映像だけではわからない、当時の建築物から感

じとる重厚感や圧倒的なスケールが学んだ知識と結び付き、歴史の重みを実感することができま

した。そして、宿舎の生活においては、自分のことに精一杯で周りの人への配慮が足りなかった

という初日の反省から、二日目は一つ一つのふるまいに気遣いや責任感が表れるようになってい

きました。目に見えない多くのお土産がこれからの学校生活にも生かされていくはずです。 

昨年の臨時休校以降、学習活動や学校行事の制限により児童の体験活動の機会が減少しました。

この間、ＩＣＴ環境の整備が進み、オンライン学習等の可能性が広がったことにより、直接体験

や交流ができないことを間接体験や疑似体験で補う取り組みも進めてきましたが、やはり、実際

に体験することによって得られる実感にはかなわないと感じる場面が多くありました。同じ空間

と時間を共有し、五感を通じて人や自然、事象と関わることがいかに価値のあることかを再認識

しています。これは、日本の学校教育がこれまで非常に大切にしてきたことであり、中でも人と

人とのリアルな関係づくりは子供の成長にとって不可欠な学びです。 

少しずつ社会全体の制限緩和が進みつつある中、学校の教育活動も油断なく緩やかに体験学習

や交流のもち方を見直していければと考えています。 

さて、２週間後（１１月１２日、１３日）は３年に一度の音楽会です。音楽会のテーマは「音楽

で世界旅行をしよう」。体育館からは毎日、世界中の音楽が聞こえてきます。緊急事態宣言中だっ

た９月、音楽会の練習を始めるに先立ち、音楽専科は「きたにしピアノコンサート」を企画し、児

童をコンサート会場（体育館）に招待しました。各学年に合わせた曲目、解説、プログラム兼ワー

クシート、衣装を準備して、数曲のクラシック音楽やポップスで構成したミニコンサートは子供

たちにも大好評でした。これも直接体験の場が減っている子供たちに生の音楽に触れる機会を創

り、音楽会への動機付けにしたいというねらいから始めたものでした。コンサートでは音楽を聴

く側だった子供たちが、今度は音楽を聴いてもらう側に立場を変えて演奏曲を奏でます。学級ご

とにはなりますが、保護者鑑賞日にはぜひ会場においでいただき、一人一人の緊張感や達成感に

満ちた表情をライブでご覧ください。 
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特別支援教育について 

 

 

 「どうやって覚えたらいい？」ある子からこう聞かれたことがありました。教科で教わる内容は

同じですが、「覚え方」や「学習の仕方」はみんなそれぞれ違うのではないでしょうか。 

 漢字一つとってみても ①何度も書いて覚える ②へんとつくりに分けて覚える ③語呂合わ

せで覚える ④意味を考えて覚える ⑤声に出して覚える などなど他にもまだいろいろな方法

があると思います。 

 勉強以外のことでも「自分は苦手」「できない」と思っていたことが、自分に合う方法が見つかる

と、スムーズにできるようになることがあります。 

学校では一人一人が「こうした方が分かりやすい」「見やすい」「覚えやすい」に出会えるように

と考えて取り組んでいます。 

「困った」「苦手」「分からない」を一緒に考えるために、担任の先生を中心に、専科の先生、ス

クールカウンセラー、生活支援員、心のふれあい相談員、ことばの教室やスターの先生がチームに

なって連携しています。苦手なことも困ったことも、どんなことも受け止めて、できたことを一緒

に喜ぶ…そんなじょうぶであたたかい、おうちのような雰囲気を大切にしたいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書月間について 

 

 

１０月４日から始まった読書月間が２９日に終わりました。昨年度は感染症感染予防のため、図

書委員による放送での読み聞かせしかできませんでしたが、今年度はりんごの会の方による読み聞

かせや平和台図書館からの学級文庫の貸し出し、教職員のおすすめ本の展示など、本に親しむ機会

をたくさん設けました。 

りんごの会の方による読み聞かせでは、目をきらきらさせて楽しむ子供たちの姿が見られまし

た。 

昨年から図書室では、パーテーションを設置したり、利用する前と後に必ず手洗いを行うことを

徹底したり、休み時間に利用する人数を制限したりするなどして感染予防に努めてきましたが、こ

れからは少しずつ読み聞かせや休み時間に自由に読書を楽しむ機会を増やすことができるといい

と思います。 

読書月間は終了しましたがまだまだ読書の秋です。これからもたくさんの本を読んで心の栄養に

してほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ユニセフ募金活動について♦ 

代表委員が呼びかけ、１１月下旬に募金活動を行う予定です。「世界の国々で、生活・教育な

どにおいて困っている子供たちがいることを知り、自分たちができることとして、募金活動を行

う。」というねらいのもと、公益社団法人日本ユニセフ協会へ募金を届けて役立てていただきま

す。１１月２９日に改めてチラシを配布し、１１月３０日～１２月２日の３日間で行います。ご

理解・ご協力をいただける方は、お子さまを通じてご支援ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい月間について 

 

 

 １１月は、東京都の小、中学校全てで「ふれあい月間」を行います。いじめをなくし、明るく

楽しい生活が送れるように、子供たちがいじめについて考え、防止する気持ちをはぐくむ月間で

す。練馬区のいじめに対する基本姿勢は以下の通りです。 

〇いじめは、人間として絶対に許されない人権侵害である。 

〇いじめは、どの児童生徒にも、どの学校においても起こり得るとの認識に立ち、いじめが発生

した場合には、いかなる理由があっても被害者の側に寄り添い組織で対応する。 

現在本校ではいじめアンケートを月に１度実施しています。いじめを積極的に認知して、未

然防止を図るという観点を取り入れています。また昨年度より「コロナに関係したことで、いや

な思いをしたことがありますか？」という項目を追加しています。全教職員がいじめに関する「危

機意識」「当事者意識」を常に持ち、全校児童がいじめを「しない」「させない」「許さない」心情を

育んで参ります。 

 今年度は、「練馬区いじめ防止シンボルマーク」を校内全員で作成し、期間中各クラスの廊下に

掲示します。また代表委員会を中心にして、挨拶運動が行われます。これらの活動を通して、思

いやりの気持ちを育んでいきたいと考えています。 

 ご家庭でも、お気づきのことがございましたら、ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いあふれる音 

 

 

 音楽会の本番に向けて、それぞれのクラスで仕上げの練習を行っています。少し前までは思い通

りに演奏できずに悩んだり、悔しくて涙目のまま練習を終えたりする子もいました。でも最近は「や

った！」と喜びの声があがるだけでなく、「次はここをもっと頑張ろうよ！」「もっとお家で練習し

てこよう。」と更なるステップアップを目指す意見も飛び交うようになってきています。演奏技術の

向上だけでなく、子供の心の成長も実感させられます。 

 例年の音楽会は、学年ごとに合奏を行っていました。今年はクラスごとの発表なので、人数はい

つもの半分以下。一人ひとりの責任はより大きくなります。これまでふれる機会のなかった楽器に

挑戦している子もいます。難しい部分に直面しても「クラスのために、素敵な演奏のために！」と

子供たちは諦めずに楽器に向き合っています。当日は体育館いっぱいに、子供たちの思いあふれる

音が響くことでしょう。是非足をお運びいただき、努力の結晶を見届けていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽会の際のお子様の同伴について 

 乳幼児のお子様の同伴については、特段のご事情がある場合というご案内をしております。

今回の音楽会は一家族につき２名の入場が可能なため、ご両親で参観される場合、近隣に乳

幼児のお子様の預け先がないというご相談をいただいています。そこで、乳幼児のお子様の

同伴についても、乳幼児用の受付票を発行いたします。担任までご事情を連絡帳でお知らせ

ください。（副校長にすでにご連絡していただいた方は、再度のご連絡は不要です。） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※外壁工事の工期が当初の予定より延長されます。１２月中旬ごろまでには終了する予

定です。ご理解ご協力のほどお願いいたします。 

 

 

１１月の行事予定 

〈スクールカウンセラー来校予定〉 

１１月４日（木）１１日（木）１８日（木）２５日（木） 

※詳細は副校長にお問い合わせください。  TEL 03-3932-7234 

 

 

朝…朝会  学…朝学習  音…音楽朝会  （ ）内の数字は該当学年 

日付下部の数字は左から順に第１学年から第６学年までの授業時間 

 

忘れ物届け、遅刻の付き添いでの入校について 
 感染症予防と安全対策のため、以下のように入校ください。 

① 忘れ物を届ける際は、職員室までお声かけください。 

② 遅刻の際の付き添いは、教室まで付き添い、お子様を必ず担任に引き渡してください。 

※いずれの場合も、正面玄関での検温・消毒、記帳を行ってください。 

感染症拡大等のため変更する際は、再度お知らせいたします。ご協力をお願いいたします。 
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